
内　　容

対 象 者
　令和２年４月 27 日（基準日）に町

住民基本台帳に記録されている者

給 付 額 　世帯構成員１人につき 10 万円

申 請 者 　世帯主が構成員分も一括申請

申請方法 　原則として「郵送申請」方式

申請期間 　５月中旬（予定）から３ヶ月間

申 請 先 　積丹町役場

交付方法 　世帯主への口座振込

－４月下旬から無償配布－

“マスク”と“除菌液”を全世帯へ！

　町民の皆さんの日常生活のコロナ感染予防の励行に役立ていただくため、町では商品不足

で家庭での入手が困難な状況が続いている「マスク」と「除菌消臭剤」を限られた数量です

■無償配布の感染予防用品

コ ロ ナ に　
負けない！

～
交
付
事
務
手
続
の
事
前
準
備
に
着
手
～

 

コ
ロ
ナ
「
特
別
定
額
給
付
金
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
全

国
的
な
ま
ん
延
拡
大
に
よ
り
、

私
た
ち
の
外
出
自
粛
や
マ
ス
ク

の
着
用
な
ど
国
民
の
健
康
や
生

　・使い捨てマスク（大人用・子ども用）

　　　町民１人 10枚

■配布時期

　・除菌消臭剤　　　　

　　　１世帯１本（４００mlスプレー式）

　・４月下旬～５月中旬

　・配布方法

　　　・マスクは各世帯へ郵送

　　　・除菌消臭剤は各自治会経由

皆
さ
ん
に
交
付
で
き
る
よ
う
に
、
４
月
28
日
の
臨

時
町
議
会
で
関
連
予
算
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

　

担
当
の
役
場
住
民
福
祉
課
で
は
、
国
が
定
め
た

特
別
定
額
給
付
金
申
請
・
交
付
事
務
手
続
規
定
に

従
っ
て
、そ
の
準
備
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
「
申
請
手
続
の
ご
案
内
」
を
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
給
付
金
に
便
乗
し
て
、
悪
質
な
詐

欺
行
為
の
横
行
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

活
不
安
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

見
え
な
い
敵
と
の
闘
い　

と
い
う
困
難

に
、
全
国
の
人
々
が
連
携
し
て
感
染
拡
大
防

止
へ
の
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
国
で
は
全

国
民
の
家
計
へ
の
経
済
支
援
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対

策
」
は
、
全
国
民
１
人
に
つ

き
10
万
円
の
「
特
別
定
額
給

付
金
」
を
補
助
金
と
し
て
、

市
町
村
の
会
計
を
経
由
し
て

交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

４
月
20
日
の
閣
議
決
定

を
経
て
、
開
会
中
の
通
常

国
会
に
総
事
業
費
12
兆
８
，

８
０
２
億
円
の
関
連
補
正
予

算
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
国
の
予
算
成
立

後
で
き
る
だ
け
早
く
町
民
の

”

”

１人

　10 万円

＜コロナ特別定額給付金＞

　（注）詳しくは、準備が整いしだい、住民福祉課からお

知らせします。

コロナに
負けない！

■総予算額　　２，８５２千円

が確保できる見通しになりましたの

で、無償で各家庭へお配りします。
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あ北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

▲前田泰輝消防士

更
な
る
技
術
向
上
へ
日
々
訓
練
！

№
26

　
除
雪
機
の
事
故
は
油
断
か
ら

　

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署（
俵

谷
支
署
長
・
署
員
18
名
）
は
、
３

月
24
日
、
同
支
署
車
庫
内
で
、
除

雪
機
事
故
を
想
定
し
た
救
出
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

和
同
産
業
㈱
岩
見
沢
営
業
所
の

舘
尾
所
長
と
㈱
岩
佐
商
会
仁
木
店

の
寒
河
江
店
長
を
講
師
に
迎
え
、

除
雪
機
の
構
造
や
実
際
に
発
生
し

た
事
故
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

デ
ッ
ド
マ
ン
ク
ラ
ッ
チ
（
ク
ラ
ッ

チ
レ
バ
ー
）
を
固
定
し
て
長
時
間

作
業
を
す
る
た
め
、
ク
ラ
ッ
チ
を

握
ら
な
く
て
良
い
よ
う
に
固
定
し

て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
ク
ラ
ッ
チ

を
離
せ
ば
止
ま
る
除
雪
機
が
、
そ

の
ま
ま
動
い
て
事
故
に
至
る
と
い

う
事
案
が
多
い
そ
う
で
す
。

　

除
雪
機
は
使
用
方
法
を
誤
る
と

重
大
な
事
故
に
繋
が
り
ま
す
。
使

用
方
法
は
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ

う
！

　

前
田
泰
輝
消
防
士

　
　
　
　
初
任
教
育
課
程
修
了

　

昨
年
８
月
か
ら
北
後
志
消
防
組

合
積
丹
支
署
に
勤
務
し
て
い
る

前ま

え

だ

た

い

き

田
泰
輝
消
防
士
が
、
昨
年
10
月

29
日
か
ら
２
月
25
日
ま
で
北
海
道

消
防
学
校
（
江
別
市
）
で
行
わ
れ

た
初
任
教
育
課
程
を
修
了
し
ま
し

た
。

　

初
任
教
育
課
程
は
、
消
防
士
と

し
て
の
基
礎
を
学
ぶ
た
め
、
札
幌

市
を
除
く
全
道
各
地
か
ら
１
０
０

人
以
上
の
新
人
消
防
士
が
集
ま
り

ま
す
。

　

前
田
消
防
士
は
、「
消
防
学
校
で

は
、
放
水
や
は
し
ご
の
取
扱
い
な

ど
の
基
礎
訓
練
の
ほ
か
に
も
、
消

防
士
と
し
て
の
心
構
え
や
大
切
な

仲
間
と
過
ご
し
た
こ
と
で
技
術
・

知
識
だ
け
で
な
く
、
人
と
し
て
も

た
く
さ
ん
の
事
を
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
そ
の
心
意
気
を
忘

れ
な
い
よ
う
訓
練
や
勉
学
に
励
み
、

人
を
助
け
る
と
い
う
強
い
気
持
ち

を
持
ち
続
け
、
積
丹
町
に
貢
献
で

き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。」
と
意
気

込
み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　例年、行者ニンニクやタケノコ等の山菜を求めて
入山し、道に迷ったり、沢に転落する事故が起きて
います。
　慣れた山でも、油断すると「危険な落とし穴」が
あることを忘れずに、次のことに注意しましょう。

“山菜採り”に注意を！

余市警察署（警務課）

【山菜採りを行うための留意事項】
○家族に行き先地と帰宅時間を知らせる。
○単独での入山を避け、二人以上で声をかけ位置を
　確認する。
○服装は目立つ色にする。（赤や黄色など）

○携帯電話、非常食、水、熊鈴、笛を携行する。
○迷ったときは落ち着いて行動する。
　（体力の消耗を抑える、発見されやすい場所を探す）

　

そ
の
後
、
同
支
署
の
除

雪
機
を
使
用
し
て
、「
除
雪

機
に
巻
き
込
ま
れ
た
」、「
除

雪
機
と
壁
の
間
に
挟
ま
っ

た
」、「
除
雪
機
の
下
敷
き

に
な
っ
た
」
と
の
想
定
で

救
出
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

隊
員
か
ら
は
「
除
雪
機

の
構
造
を
理
解
し
て
い
れ

ば
迅
速
に
対
処
で
き
る
。」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

特
に
多
い
事
故
原
因
は
、
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